
本文中の
記号の見方

a

＝内容 

b

＝日時 

c

＝会場 

d

＝対象 

e

＝定員

f

＝費用 

g

＝申し込み方法 

h

＝Eメール 

i

＝その他

島
松 

射
爆
撃
訓
練

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

航
空
自
衛
隊
の
訓
練
が
島
松
射
撃

場
で
行
わ
れ
ま
す
。

b　
6
月
9
日
㈪
〜
6
月
18
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
を

除
く
）。

i　

訓
練
の
詳
細
は
、
航
空
自
衛
隊

第
2
航
空
団
基
地
対
策
室
☎

0
1
2
3
（
23
）
3
1
0
1
（
内
線

2
2
1
4
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
訓
練
情
報
は
、
航
空
自
衛

隊
千
歳
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.m
od.go.jp/asdf/chitose/

）

で
確
認
で
き
ま
す
。

j　

市
民
ま
ち
づ
く
り
局
地
域
振

興
部
区
政
課
☎（
211
）2
2
5
2

学
校
プ
ー
ル
の
開
放

b　

7
月
5
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈰
の

土
・
日
曜
日
。
実
施
日
・
時
間
は
各

校
で
異
な
り
ま
す
。

d　

小
学
生
と
付
き
添
い
の
い
る
幼

児
（
泳
げ
な
い
小
学
生
の
保
護
者
の

付
き
添
い
も
可
）。

n
　

区
内
の
小
学
校
。

※
工
事
や
気
象
状
況
に
よ
り
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

j　

㈶
さ
っ
ぽ
ろ
健
康
ス
ポ
ー
ツ

財
団
☎（
530
）5
9
0
5

子
ど
も
会
育
成
連
合
会

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
『
清
田
キ
ッ
ズ
子
ど
も
会
』

会
員
募
集

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
町
内
会
に
子

ど
も
会
が
な
い
と
い
う
親
子
を
対
象

に
、
清
田
キ
ッ
ズ
子
ど
も
会
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
各
種
行
事
に

参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

d　

区
内
に
お
住
ま
い
で
、
自
分
の

町
内
会
に
子
ど
も
会
が
な
い
親
子
。

f　

年
会
費
等
あ
り
（
詳
細
は
左
記

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

g　

6
月
30
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
子
ど
も
会
応
援
隊
隊
員
募
集

　

区
や
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
で
、

ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
隊
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

d　

区
内
に
お
住
ま
い
か
、
区
内
へ

通
勤
・
通
学
（
高
校
生
以
上
）
し
て

い
る
方
。

g　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

o
　

清
田
区
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
事
務
局
（
清
田
1
条
2

丁
目　

区
民
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
883
）7
7
6
1

清田区役所のホームページ「きよたＦ
フ

ａ
ァ

ｎ
ン

」倶楽部でも、清田区のシンボルとふるさと
遺産を紹介しています。http://www.city.sapporo.jp/kiyota/outline/symbol/index.html

　

今
月
は
、
清
田
区
の
シ
ン
ボ
ル

「
白
旗
山
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

白
旗
山
は
清
田
区
の
南
西
部
に

位
置
し
、
屯
田
兵
が
測
量
時
に
白

旗
を
立
て
た
こ
と
に
由
来
し
て
名

付
け
ら
ま
し
た
。標
高
321
・
5
メ
ー

ト
ル
、
そ
の
一
帯
に
広
が
る
札
幌

市
最
大
の
市
有
林
は
、
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
2
月
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ

（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
札
幌
大
会

が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
の
舞
台
の
一

つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
10
月
に
は
、
区
誕

生
10
周
年
記
念
植
樹
と
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
「
白
旗
山

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

約
3
千
人
の
区
民
が
ス
ポ
ー
ツ
と

緑
を
通
し
て
白
旗
山
の
魅
力
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

【
白
旗
山
競
技
場
】

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
ス
キ
ー

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、
冬
は
Ｆ
Ｉ

Ｓ
公
認
の
距
離
競
技
場
と
し
て
各

種
競
技
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
に
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
完
備
し

た
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
や
そ
の

周
囲
で
は
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
自
然
観
察
の
森
】

　

山
菜
採
り
・
森
林
浴
・
キ
ノ
コ

狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
冬

に
は
「
か
ん
じ
き
散
策
」
も
体
験

で
き
ま
す
。

【
札
幌
ふ
れ
あ
い
の
森
】

　

全
長
約
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遊

歩
道
は
、
四
季
の
草
花
や
鳥
の
さ

え
ず
り
を
楽
し
め
る
手
軽
な
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
森
林
や
林
業
に
関
す
る

展
示
を
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
専
任
の
ガ
イ
ド

に
よ
る
森
の
案
内
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
木
工
館
・
陶
芸
窯
で
は
、

木
工
や
陶
芸
が
体
験
で
き
る
ほ
か
、

炭
火
焼
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
楽
し
め
、
休
日
に
は
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

【
有
明
の
滝
自
然
探
勝
の
森
】

　

全
長
4
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

散
策
路
が
整
備
さ
れ
、
有
明
の
滝

（
13
メ
ー
ト
ル
）、有
明
小
滝
（
5

メ
ー
ト
ル
）
の
大
小
2
つ
の
滝
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

秋
に
は
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
。

　

清
田
区
に
と
っ
て
、
白
旗
山
は

「
ふ
る
さ
と
の
山
」
と
も
言
え
る

大
切
な
存
在
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

雄
大
な
自
然
と
触
れ
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

詳
細　

地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り

調
整
担
当

☎（
889
）2
4
0
0
（
内
線
252
）

▲上空から見た白旗山

▲有明の滝 ▲札幌ふれあいの森

◀白旗山競技場

▲記念植樹の様子

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

2008─❻─広報さっぽろ2008─❻─広報さっぽろ 88清田清田


